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【今号の主な内容】

Ｐ① 安全スローガン

Ｐ② 熱中症ゼロへ

Ｐ③ 高所作業車

Ｐ④ 情報セキュリティ
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まず確認 作業手順と危険予知

ルール守って無災害

安全スローガン

本年度も無事に1年間無事故無災害で、安全大会を迎える事が出来

ました。これもひとえに皆様方の御尽力の賜物と深く感謝いたします。

現在の建設業界において、人手不足による工程遅延、作業に不慣

れな新規参入者の増加、過重労働による疲労・ストレスの蓄積という

労働災害の発生要因が増えており、労働災害の多発が危惧されてお

ります。

これらについては日々のKY活動や現場ﾙｰﾙの遵守などで防げるも

のだと考えます。作業員1人1人が責任と自覚を持って取り組むことで、

無事故無災害が達成されます。日々の現場での意識を高く持ち、安全

第一で作業に取り組みましょう！
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建設業界の情報ｾｷｭﾘﾃｨ5大脅威

2017年建設業界で影響の大きかったｾｷｭﾘﾃｨ上の脅威を、日建連「情報セキュリティ専門部会」で実際

に発生した事故をベースに選出し、順位付けしました。

事故の原因は、本人の認識不足やルール違反と共に会社側の教育・指導不足があげられます。ひとた

び事故が発生すると、施主の信用失墜や損害賠償などに繋がり、経営上の大きなリスクとなります。
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去る４月某日、某現場において高所作業車転落災害の被害者の方が死亡する事故があり

ました。これに伴い、改めて高所作業車の使用ルールを確認し、再発防止に努めましょう！

※出入口の手摺・中桟の設置確認

『誤操作注意！操作前に周囲の確認！！』

③作業時はSTOPボタ

ンを押す

①段差・地盤状況の確認

⑥傾斜地では、

傾斜地用高所

作業車を使用
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私たちの体は、皮膚の血流量を増やしたり、汗をだしたりして体温を調節していますが、外気が皮膚の温

度を超えると放熱しにくくなり、また湿度が高いと汗の蒸発量が少なくなって体温が上昇します。

こうして、高温の環境下で体が熱を放出できなくなってしまうのが「熱中症」です。重症化すると命

の危険を伴います。

体温が42度を超えると、からだの細胞（タンパク質）が壊れます。

脳では神経細胞、心臓の筋肉の壊死、腎不全、肝不全を起こしま

す。壊れたタンパク質は元の状態には戻らないため、ゆで卵が生

卵に戻らないのと同じで、熱中症は怖い病気です。

熱中症の応急処置

・ベルトをゆるめて横になる⇒血流を良くする

・首すじ・脇の下・足のつけ根を冷やす

⇒体表の太い血管を冷やして血液の温度を下げる

・OS-1（経口補水液）を十分に飲ませる

⇒発汗で体温調節をできるようにする


